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各財政計画表の比較

パターン
前期

料金算定
期間

改定率
後期

料金算定
期間

改定率
補填
財源

プライマリー
バランス

企業債残高
の縮減

(R2とR12の比較)
メリット デメリット

資料２－２
（事務局案）

４年間

（R5～8）
８％

４年間

（R9～12）
５％

・R8：8.6億

・R12：13.6億

【最小】
　R5：8.1億

黒字 △16.9億

・前期の料金改定率（８％）は最小限、改定の間隔は４年で均等
⇒　市民の負担感は最小限

・補填財源はR11で11億、R12で12億程度を確保。
　R5～10の間、前計画の目標額8億以上を維持

・プライマリー黒字

・企業債残高の減

・企業債残高の縮減額が小さい

・R12の補填財源13.6億が、やや多額

参考
３年間

（R5～7）
１０％

５年間

（R8～12）
５％

・R7：8.9億

・R12：15.9億

【最小】
　R5：8.0億

黒字 △19.3億

・補填財源はR11で13億、R12で16億確保
　R5～10の間、前計画の目標額8億以上を維持

・プライマリー黒字

・企業債残高の縮減額が大きい

・前期の料金改定率（１０％）が高い

・料金改定の間隔が３年で短い

・R12の補填財源16.0億が多額


